

































































































b) 骨髄 (x400)､C) 肝臓 (xlOO)とd) 牌臓
(xlOO)の-マトキシリン･エオジン染色の組織病印字
的所見を示すD 各臓器にリンパ腫が認められ､骨髄では
血管周囲に著しいリンパ球の浸潤が認められた,
【考察】今回我々が作成したATLモデルマウスで
観察された ATL発症時期はマウスでの発症時期
は439日とマウスの寿命が800日以上であるとこ
ろから､一･般的な寿命から換算して､中高年に当
たり､ヒトでの成人型白血病の発症の年代とよく
一致したo皮膚症状も､顔､背中､等でありヒト
でも上半身に多く､その症状及び発現部位が人で
の臨床症状とよく一致していた｡また､血中カル
シウムの上昇もヒトでのリンパ腫U)悪性化0)病態
と同様であったo以上のような事実から､今回解
析 したマウスは成人型T細胞白血病 リンパ腫の特
徴を持つモデル動物として有用であると考えられ
る｡
【要約】成人 T細胞白血病 (ATL)はヒトT細胞
白血病ウイルス (HTLV-1)の感染に上り引き起こ
される致死率の高い腫癌性疾患であるが､その病
態の解明はいまだ明らかではない｡その発症予防､
治療法の確立のためにヒトでの病態を反映した発
症モデル動物が望まれている｡我々はATL発症モ
デルマウスの作成を目的として HTLV-1の発癌に
関連する遺伝子である tax遺伝子を強発現する ト
ランスジェニックマウスを作成し､この トランス
ジェニックマウスの ATLLモデルマウスとしての
有用性を lnVIVOで検討した｡
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